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漁業無線を使った非常通信訓練（往路）
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│
│
東
日
本
大
震
災
か
ら
６

年
が
経
過
し
ま
す
。

長
野
氏

今
、
土
木
業
界

で
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
と
い
う

言
葉
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

医
学
用
語
の
一
つ
で
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障

害
）
を
受
け
た
あ
と
に
立
ち
直

る
人
、立
ち
直
れ
な
い
人
、前
よ

り
も
強
く
な
る
人
が
い
る
と
い

う
。復
興
に
つ
い
て
も
同
じ
だ
。

い
ち
ば
ん
大
き
な
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
は

第
二
次
世
界
大
戦
だ
ろ
う
。

そ
の
後
の
昭
和
３０
、４０
、５０
年

に
な
ぜ
漁
業
が
復
興
し
た
か
。

鈴
木
善
幸
さ
ん
が
中
心
と
な
っ

て
漁
港
（
基
盤
）
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
組
合
（
漁
協
）
活

動
を
行
っ
た
。
こ
の
２
つ
が
長

期
的
に
回
復
し
た
要
因
だ
。
前

よ
り
強
く
立
ち
直
る
た
め
に
家

族
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
い
う
考
え

が
あ
る
。
親
類
の
支
援
が
あ
る

人
の
回
復
は
早
い
。
や
は
り
組

合
活
動
が
重
要
で
は
な
い
か
。

│
│
ハ
ー
ド
の
整
備
は
進
み

ま
し
た
。

長
野
氏

震
災
６
年
は
基

盤
整
備
が
９
割
以
上
を
占
め
た

は
ず
。
こ
れ
を
ど
う
利
用
し
て

い
く
か
。
こ
れ
か
ら
１０
年
く
ら

い
が
勝
負
に
な
る
。
戦
後
の
漁

業
復
興
に
も
時
間
は
か
か
っ

た
。
息
長
く
取
り
組
む
こ
と
が

大
事
だ
ろ
う
。

制
度
的
な
こ
と
は
進
ん
だ
。

工
事
の
不
調
・
不
落
を
乗
り
切

り
、
全
日
本
漁
港
建
設
協
会
の

会
員
は
８０
社
近
く
が
被
災
地
外

か
ら
応
援
に
駆
け
付
け
、
９０
％

が
続
け
て
も
い
い
と
い
う
回
答

も
出
る
な
ど
、
支
援
す
る
側
、

さ
れ
る
側
が
と
も
に
満
足
し
て

い
る
。
災
害
復
旧
は
う
ま
く
乗

り
切
っ
た
。

施
設
は
で
き
た
が
実
際
に
使

う
漁
村
や
漁
業
者
が
ど
う
か
。

高
台
移
転
が
う
ま
く
い
か
な

い
、
堤
防
が
高
く
な
っ
た
と
い

う
状
況
の
村
落
協
業
体
と
も
い

え
る
漁
村
の「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」

が
長
期
に
わ
た
っ
て
成
り
立
つ

か
や
や
不
安
が
あ
る
。
そ
も
そ

も
の
話
に
な
る
が
、
市
町
村
合

併
が
進
み
、
細
か
い
部
分
ま
で

目
が
届
か
な
い
こ
と
が
問
題
。

順
位
付
け
を
す
る
と
漁
村
は
後

回
し
に
な
り
が
ち
だ
。

│
│
今
後
は
漁
業
地
域
の
Ｂ

Ｃ
Ｐ
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

長
野
氏

業
界
の
立
場
か

ら
い
え
ば
、
も
う
少
し
建
設
業

を
大
事
に
し
て
も
い
い
と
思

う
。
被
災
後
に
ゴ
ミ
を
ど
け
て

道
を
開
く
啓
開
作
業
を
す
る
こ

と
を
「
当
た
り
前
」
と
と
ら
え

る
の
は
疑
問
。
積
極
的
に
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
に
加
わ
り
、
機
材
や
労

働
力
、
復
旧
・
復
興
工
事
を
確

認
し
な
が
ら
進
め
て
ほ
し
い
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
危
機

感
の
欠
如
が
あ
る
。
漁
港
漁
場

整
備
長
期
計
画
に
も
明
記
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
、
参
画
率
を

出
す
な
ど
一
段
と
中
身
を
詰

め
、
指
標
化
す
べ
き
だ
。
こ
の

く
ら
い
ま
で
し
な
い
と
危
機
感

や
切
迫
感
は
出
て
こ
な
い
。
重

要
な
の
は
策
定
数
な
ど
の
数
字

で
は
な
く
内
容
。
こ
こ
ま
で
水

産
庁
が
踏
み
込
ん
で
も
ら
い
た

い
。│

│
防
災
・
減
災
の
概
念
も

変
わ
り
ま
し
た
。

長
野
氏

防
災
・
減
災
の

観
点
で
は
、
震
災
後
に
「
多
重

防
護
」
と
「
粘
り
強
い
構
造
」

と
い
う
２
つ
の
考
え
が
示
さ
れ

た
。
粘
り
強
い
構
造
は
長
寿
命

化
な
ど
と
セ
ッ
ト
と
な
り
、
機

能
保
全
計
画
と
組
み
合
わ
せ
て

進
ん
で
い
る
。
一
方
、
考
え
方

は
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
の
だ
ろ
う

が
、
多
重
防
護
は
聞
か
な
く
な

っ
た
。

絵
に
描
い
た
よ
う
な
多
重
防

護
は
、
費
用
対
効
果
が
算
出
し

づ
ら
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
（
便
益
）
が
定

量
化
し
づ
ら
い
。
単
独
の
施
設

な
ら
算
出
で
き
て
も
、
２
つ
３

つ
組
み
合
わ
せ
て
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
を
算
出
し
ろ
と
い
っ
て
も
、

地
方
自
治
体
な
ど
で
は
難
し
い

だ
ろ
う
。

│
│
減
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

長
野
氏

Ｌ
１
津
波
や
Ｌ

２
津
波
の
概
念
を
定
め
、
対
応

し
た
避
難
施
設
な
ど
を
造
る
も

の
で
、
手
法
や
避
難
方
法
な
ど

も
明
記
す
る
が
、
残
念
な
が
ら

「
喉
元
過
ぎ
れ
ば
」
と
い
う
感

じ
だ
。
策
定
か
ら
５
年
た
っ
て

も
避
難
デ
ッ
キ
の
設
置
な
ど
進

ん
で
い
な
い
。
見
直
し
も
必
要

か
も
し
れ
な
い
が
、
対
策
が
徹

底
さ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
る
こ

と
が
重
要
。

懸
念
さ
れ
て
い
た
風
化
が
進

ん
で
い
る
と
い
う
の
は
そ
の
通

り
。
た
だ
、
繰
り
返
し
に
な
る

が
、
こ
こ
に
も
市
町
村
合
併
の

弊
害
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

実
際
に
現
地
に
住
ん
で
い
る
人

は
と
も
か
く
、
市
の
中
心
の
人

た
ち
は
末
端
ま
で
目
が
届
か
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
昔
の
よ
う
に
地
域
の
人
た

ち
の
意
向
を
し
っ
か
り
吸
い
上

げ
る
こ
と
が
大
切
。
そ
の
手
法

を
し
っ
か
り
と
確
立
し
て
も
ら

い
た
い
。

東
日
本
大
震
災
の
発
生
で
、

く
し
く
も
漁
業
無
線
は
大
規
模

災
害
時
に
も
広
く
活
用
で
き
る

こ
と
が
示
さ
れ
た
。
岩
手
県
の

釜
石
漁
業
用
海
岸
局
が
震
災
直

後
、
一
般
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
が

途
絶
え
た
状
況
で

も
漁
業
無
線
で
外

部
と
の
交
信
手
段

を
確
保
し
、
地
域

住
民
の
安
否
を
確

認
す
る
情
報
を
発

信
、
救
助
要
請
を

果
た
し
た
た
め
。

情
報
伝
達
に
多
様

性
を
も
た
せ
よ
う

と
、
各
地
で
漁
業

用
海
岸
局
が
参
加

す
る
広
域
の
非
常

通
信
訓
練
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。

震
災
の
発
生
直

後
、
釜
石
漁
業
用

海
岸
局
の
周
辺
は

道
路
が
寸
断
さ

れ
、
陸
の
孤
島
と

な
っ
た
。
固
定
電

話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の

通
信
ケ
ー
ブ
ル
は
破
断
さ
れ
、

携
帯
電
話
も
つ
な
が
ら
な
い
。

「
大
地
震
で
す
。
津
波
に
注

意
。
各
船
直
ち
に
避
難
」。同
局

の
東
谷
傳（
つ
た
え
）局
長
は
、

眼
下
に
広
が
る
釜
石
湾
の
状
況

を
目
視
し
な
が
ら
各
船
へ
、
漁

業
無
線
で
何
度
も
航
行
注
意
を

呼
び
掛
け
た
。
し
か
し
、
到
達

し
た
津
波
は
、
想
像
を
は
る
か

に
絶
す
る
強
大
な
も
の
だ
っ

た
。陸

上
の
局
周
辺
に
も
被
災
者

は
多
く
、
「
何
と
か
状
況
を
伝

え
な
け
れ
ば
」
と
の
思
い
か

ら
、
世
界
共
通
の
国
際
遭
難
周

波
数
２
１
８
２

で
「
誰
か

聞
い
て
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
掛

け
た
。

東
谷
局
長
は
こ
の
時
、
電
波

法
違
反
に
よ
る
処
分
も
考
え
た

と
い
う
。
電
波
法
で
漁
業
無
線

の
陸
上
施
設
間
通
信
は
、
目
的

外
利
用
に
あ
た
る
。
そ
れ
で
も

「
私
が
責
任
を
と
れ
ば
よ
い
」

と
マ
イ
ク
を
握
っ
た
。

や
が
て
千
葉
県
漁
業
無
線
局

が
応
答
、
茨
城
県
水
産
試
験
場

漁
業
無
線
局
も
続
き
、
両
局
が

固
定
電
話
で
岩
手
県
庁
へ
伝
言

し
て
、
県
災
害
対
策
本
部
へ
の

連
絡
手
段
を
確
保
で
き
た
。「
み

ん
な
聞
い
て
い
る
よ
」
の
声
が

う
れ
し
か
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
沖
合
へ
避
難
し
た
岩

手
県
の
漁
業
指
導
調
査
船
・
岩

手
丸
と
も
２７

の
漁
業
無
線

で
交
信
で
き
、
同
船
の
衛
星
電

話
を
経
由
し
た
連
絡
手
段
も
確

保
。
１
週
間
続
い
た
停
電
の
中

で
も
業
務
を
継
続
し
た
。

あ
ら
ゆ
る

手
段
を
活
用

図
ら
ず
も
ア
ナ
ロ
グ
の
無
線

通
信
で
あ
る
漁
業
無
線
の
優
位

性
が
、震
災
で
再
認
識
さ
れ
た
。

電
話
と
違
い
、
漁
業
無
線
に
は

複
数
の
相
手
へ
一
斉
に
情
報
を

提
供
で
き
る
同
報
性
の
機
能
が

あ
り
、
沖
で
操
業
す
る
多
く
の

漁
船
へ
、
非
常
事
態
を
い
ち
早

く
知
ら
せ
る
の
に
も
有
効
だ
。

今
回
の
通
信
手
法
は
後
に
、

電
波
法
第
５２
条
「
目
的
外
使
用

の
禁
止
」
の
例
外
規
定
に
記
す

非
常
通
信
に
値
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
総
務
省
は
、
通
信

経
路
の
多
様
化
で
非
常
時
の
安

全
性
を
高
め
よ
う
と
、
漁
業
無

線
も
使
っ
た
非
常
通
信
ル
ー
ト

の
整
備
も
進
め
て
い
る
。
当
初

は
各
総
合
通
信
局
管
内
で
の
訓

練
だ
っ
た
が
、
徐
々
に
広
域
化

し
、
昨
年
１１
月
は
四
国
・
中
国

・
九
州
・
近
畿
の
４
総
合
通
信

局
管
内
を
横
断
し
て
漁
業
無
線

局
が
訓
練
に
参
加
。
無
事
に
災

害
情
報
を
伝
達
し
た
。

こ
れ
以
上

減
ら
せ
な
い

東
谷
局
長
は
震
災
後
、
地
震

の
頻
度
が
増
え
た
こ
と
で
、
フ

ォ
ロ
ー
す
べ
き
情
報
量
が
圧
倒

的
に
増
え
た
と
話
す
。
た
だ
、

衛
星
電
話
や
携
帯
電
話
の
普

及
、
漁
業
者
の
減
少
、
予
算
の

縮
小
な
ど
で
漁
業
無
線
局
の
閉

局
は
全
国
で
相
次
ぐ
。

被
災
し
廃
止
に
な
っ
た
局
周

辺
で
は
、
電
波
の
不
感
海
域
解

消
の
た
め
、
無
線
局
の
統
合
や

既
存
施
設
を
再
整
備
し
た
遠
隔

運
用
も
始
ま
る
が
、
東
谷
局
長

は
「
漁
業
無
線
局
が
こ
れ
以
上

減
っ
て
緊
急
時
に
対
応
で
き
る

か
。
す
べ
て
み
ら
れ
る
わ
け
で

は
な
い
」
と
、
く
ぎ
を
刺
す
。

地
域
で
の
防
災
・
減
災
や
生
産
活
動

を
早
期
に
再
開
す
る
た
め
の
事
業
継
続

計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
は
実
際
に
ど
う
と
ら

え
ら
れ
て
い
る
か
。
減
災
計
画
策
定
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
議
論
し
た
、
東
日

本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
漁
業
地
域
の
防

災
対
策
検
討
会
で
委
員
長
を
務
め
た
公

立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
の
長
野
章
名
誉

教
授
（
全
日
本
漁
港
建
設
協
会
会
長
）

に
話
を
聞
い
た
。

今年も水産庁は、青森、岩手、宮城、福島、そ

して茨城の５県を対象とした水産加工業における

東日本大震災からの復興状況アンケートをまとめ

た。４回目となるアンケートでは、生産能力に対

し売り上げ回復の遅れが続いている。また、復興

の問題点では依然、販路確保・風評被害が３１％と

最も多い一方、人材確保、原材料の確保など新た

な課題の比率も増えてきている。

アンケートは平成２８年１１月から２９年１月の期間、

５県の加工業者（全水加工連傘下組合所属など８３１

企業を対象に実施された。

生産能力の回復をみると、８割以上回復したと

する回答が５８％で、前回のアンケートと同じ。福

島は前回の３０％とほぼ同じ２９％と、６年が経過す

る現在でも、生産能力の回復さえ大きく遅れてい

る現状がみられる。

売り上げの回復では、８割以上回復したとする回

答は前回並みの４７％。生産能力の回復に比べ、依

然、売り上げの回復が遅れている現状がみられる。

回復状況は、資本金規模が小さいほど、生産能

力、売り上げともに回復が遅れていることも続い

ている。

復興における課題は、販路の確保・風評被害が

３１％で最も多い。ただ、前回の４４％に比較して大

きく減少し、その一方で人材確保と原材料確保を

挙げる回答がそれぞれ２６％、２５％に増加。人材確

保では「募集しても集まらない」が半数以上の５５

％を占め、原材料確保では「原材料価格の高騰」

が４２％を占めるなど、被災地でも人手不足、原料

不足が大きな課題となっている。
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２０１７（平成２９）年３月１０日（金曜日）

※無回答２件

◎被災地の水産加工業の復興状況について、平成２８年１１月－２９年１月にアンケート調査を実施。
◎青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県の５県全体で、売り上げが８割以上回復した業者は４７％であり、売り上げの回復が遅れ
ている。
◎復興における問題点は、販路の確保・風評被害が３１％で最も多い。一方で、人材不足、原材料の確保の課題が顕在化してきた。

資料：平成２９年２月２７日公表 水産庁「水産加工業者における東日本大震災からの復興状況アンケート（第４回）」
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震災直後でも、無線による通信手段を確保し続けた
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昨年１１月に実施した４総合通信局管内横断の
非常通信訓練
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※無回答２件

水産加工・流通施設の復旧・復興について
－水産加工業の復興状況について－

釜石漁業用海岸局の通信記録から

売り上げの回復状況

人手、原料不足も顕在化
販路回復、依然遅れ

（第３種郵便物認可））
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長


